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係資本の不足という課題を抱えていることが指摘されていたことにも重なる 3。  














































 二点目については、教職 P という取り組みが、研究者ネットワークの構築という意味で
は現在の若手研究者が抱える問題において、また Ph.D と Ed.D の関係という意味では「大
学教員像の変化」の時代における教育学研究者育成の問題において、それぞれ先行的な取
り組みであることが指摘できる。他方で、研究者ネットワークという点では、教職 P を修
了した若手研究者という社会文化資本の活用といったことに、また Ph.D と Ed.D の関係と
いう点では、これが教育学という学問の現代的課題と対峙した取り組みであるということ
の意義があまり認識されていないことが課題として指摘できよう。  
 今回の研究会への参加を通して、以上のような教職 P という取り組みの意義と課題を見
いだすことができた。今回得た知見を今後どのように教職 P への取り組みや自分自身の研
究生活に活かしていくことができるかが、今後の課題である。  
（佐藤 雄一郎）  
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